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2011年度より，小学 5, 6年生で年間 35時間の外国語活動が必修化され，中学校に入学してくる生徒
は，音声を中心に英語に慣れ親しんでいる。こうした背景をふまえ，英語学習におけるスムーズな小中間
の接続とは何かについて考察する。生徒の英語学習に対する素地を十分に生かし，中学校でも英語に触れ
る機会を増やすように努めなければならない。本稿では，当校 2016年度の中学］年生で実践した授業に
ついて報告する。
1 . はじめに
2005年度にはじめて中学校の英語授業を担当し，元々
高等学校の採用であった私は，以降 2年間手探りで中学
校の授業をしていた。今年度， 10年ぶりに中学 l年生の
授業を担当する機会を得て， 4月当初，授業をするたび
に何とも言えない違和感があった。 「今の中学生は英語
に慣れている」といったことを感じたのを覚えている。
これは，当時勤務していた佐賀県の中高一貰校と当校の
生徒との違いだけではないと思った。 10数年前になくて
今あるもの，それは小学校での外国語活動である。
2008年 3月 28日『改定小学校学習指導要領』が公示
され，小学校 5, 6年生が，年間 35時間の外国語活動の
授業を受けることになった。つまり，中学校に入学して
くる生徒は， 70時間の外国語活動を経験していることに
なる。実際は，当校中学 l年生の大半が小学 5年生以前
から，授業として外国語活動を経験しているようである
（表 l参照）。 「英語を使ったゲーム」， 「簡単な英会
話」， 「英語の歌」などを体験し（表 2参照），その活
動内容や英語に対しておおむね肯定的にとらえている生
徒（表 3,4参照）が，できるだけスムーズに中学校英語
の学習を開始できるには， どのような授業がよいのだろ
うか。本稿では，今年度担当している中学 1年生のうち
の 2クラス (81名）で，第 1, 2学期に実践した授業に
ついて報告する。
「外国語活動に関するアンケート」 (2016年 4月実施，
人数：中学 1年生 81名）より
表 1
質間 あなたの出身小学校で，外国語活動の授業が始
まったのは，いつですか。 （注）個人の習い事で
はありません。
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（備考） 1 年~4 年と回答した中には， 「不定期に」授業
が行われていたものも含まれる。
表2
質間 外国語活動の授業では，どのような活動をしま
したか。 （複数回答可）
英語を使ったゲームをする 78名
簡単な英会話をする 70名
英語の歌を歌う 70名
アルファベットを学ぶ 55名
日本と外国の違いなどを学ぶ 54名
英単語や英文について学ぶ 27名
英語の映画を観る 12名
その他 8名
（備考） 「その他」の例： 「英語劇」， 「留学生との交
流J, 「実況放送（英語）などの聞き取り」
表3
質間 外国語活動の授業について，あなたはどのよう
に感じましたか。
楽しかった
どちらかと言えば楽しかった
どちらかと言えば楽しくなかった
楽しくなかった
表4
質間 あなたは，英語は好きですか。
好き
どちらかと言えば好き
どちらかと言えば好きではない
好きではない
2 外国語活動の目標と内容
51名
24名
4名
2名
39名
30名
10名
2名
担当する生徒の学苦履歴を把握するため，小学校にお
ける外国語活動について，基本的なことを整理しておき
たし＼
まずは，小学校の外国語活動の目標についてである。
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